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経営理念

Mission ミッション（果たすべき使命・役割）
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Vision ビジョン（達成すべき企業像）
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Domain ドメイン（事業の領域）

良良良良良良良良良質質質質質質質質質なななななななななパパパパパパパパパンンンンンンンンン・・・・・・・・・菓菓菓菓菓菓菓菓菓子子子子子子子子子ををををををををを中中中中中中中中中心心心心心心心心心とととととととととしししししししししたたたたたたたたた食食食食食食食食食関関関関関関関関関連連連連連連連連連事事事事事事事事事業業業業業業業業業
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株主の皆さまへ

株主・投資家の皆さまにおかれましては、ますま
すご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別
のご支援・ご鞭撻を頂き心より厚く御礼申し上げま
す。
ここに日糧製パングループの第７６期上半期（平成

２１年４月１日から平成２１年９月３０日）における事業
のご報告をお届けするにあたり、ご挨拶を申し上げ
ます。
当上半期におきましては、昨年来の景気の低迷に
よる生活不安から、お客様の生活防衛意識の高まり
により、「出来るだけ品質の良いものを出来るだけ低
価格で」という志向が一段と強まり、低価格化が進
み大変厳しい経営環境となりました。
このような経営環境のもと当社グループは、第２
次中期経営計画の基本方針である「市場適合」と「変
革」に基づく施策を実践していくことで安定的な収
益確保を目指してまいりました。

当社は本年８月３日、山崎製パン株式会社との間
で、両社のブランド価値を維持・向上させるととも
に、シナジー効果の発揮による企業価値を向上させ
ることを目的として業務資本提携契約を締結し、製
品の品質と売上の向上、食品安全衛生管理体制の整
備・強化をはじめとする諸施策についての取り組み
を開始いたしました。
当第２四半期累計期間の連結業績につきましては、

原材料費や燃料費の低下により売上原価率の低減は
図られましたが、販売価格の下落が当初見込み以上
に厳しいものとなった結果、売上高８，６２５百万円（前
年同期比３．０％減）、経常利益１４７百万円（同３１．２％減）、
四半期純利益は９５百万円（同４５．６％減）となりました。
当社グループは、「いつも安心できるおいしさと信

頼感で人と環境にやさしい企業」の経営理念のもと、
「良質なパン・菓子を中心とした食関連事業」を通
じて「北海道の活性化に貢献する“真の北海道企業”
への成長」を目指し、ステークホルダーの皆さまに
信頼と価値を提供し続けるよう努力してまいります。
株主・投資家の皆さまにおかれましては、今後と

も変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げま
す。

平成２１年１２月

代表取締役社長
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営業の概況

◆第７６期上半期の概況
当期間における製品施策といたしましては、原材
料価格値下がりへの消費者還元策として一部製品の
価格改定を実施する一方で、北海道産原料を使用し
た新製品の投入や、旬の素材を意識した製品を継続
して発売、消費者にとって価値のある製品開発を推
し進め、販売数量の確保に努めました。また、AIB
に基づく食品安全管理システムへの取り組みに加え、

本年４月にはISO９００１の品質マネジメントシステム
の認証を取得し、より安全な製品の提供を図るため
の体制を強化してまいりました。さらに、収益改善
を目的として、生産工程におけるさまざまなロス低
減活動を推進するとともに、全社的な業務改善活動
を深化させ、「安全・安心」、「効率化」のキーワード
を意識した取り組みを行ってまいりました。

◆部門別売上状況

●パン部門 売上高５，５００百万円（前年同期比１．２％減）

当社のトップブランドである食パン『絹艶』は、
原材料の値下がりを消費者の皆さまへ還元するため
４月より値下げを行い、７月には「『絹艶』で北海道
を食べよう！」キャンペーンを展開し、ブランドの
維持向上に注力いたしました。しかしながら、プラ
イベートブランドなど低価格帯製品へのシフトが顕
著となり、食パンの売上高は前年を大きく下回りま

した。
菓子パンにつきましては、「ラブラブサンド」シ

リーズの積極的な展開、北海道産原料を使用した新
製品「きたクック」シリーズの投入に加え、低価格
帯製品の販売数量が増加したことにより前年を上回
りました。その他パン（調理パン類）におきましては、
既存製品のリニューアルなどを行いました。パン部
門全体といたしましては、前年を下回る結果となり
ました。

（単位：百万円）

売上高 経常利益 当期純利益
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●菓子部門 売上高２，１８８百万円（前年同期比６．２％増）

和菓子におきましては、蒸しパン類は低調でした
が、大福、まんじゅう、焼菓子類が好調で、特に８０
円の大福やまんじゅうが伸長しました。洋菓子にお
きましては、スイスロール類が好調に推移したこと
に加え、「おつまみもっち」シリーズがご好評を頂い
たことにより、菓子部門全体では前年を大きく上回
る結果となりました。

◆通期の見通し
今後の業績見通しにつきましては、一部で業況改
善の声が聞こえるものの、先行きに対する不安感は
依然として強く、とりわけ個人消費については生活
防衛意識や節約志向が継続され、引続き低迷するも
のと予想されます。当業界におきましては円高によ
る小麦粉をはじめとする輸入原材料価格の値下げ期
待はあるものの、原油価格の高騰や天候不良による
北海道産原材料の上昇が懸念されるなど原材料価格
の見通しが不透明であることに加え、流通業界の再
編を含めた変化や消費者ニーズの多様化により販売
競争が激化し、さらに厳しい経営環境が続くものと
予想されます。

このような中、当社といたしましては、山崎製パ
ン株式会社との業務資本提携契約に基づくシナジー
効果の発揮に向けたさまざまな取り組みを推し進め、
引続きお客様に支持される安全・安心で価値のある
製品とサービスの提供を図り収益の確保に向けて鋭
意取り組んでまいる所存であります。
平成２２年３月期の予想数値につきましては、下記
の第７６期第２四半期連結業績および通期予想に記載
したとおりです。

●米飯部門 売上高７７５百万円（前年同期比２．９％減）

新たな納入先の開拓やコンビニエンスストア向け
の製品開発に注力いたしましたが、コンビニエンス
ストア向けの製品が低調に推移し、前年を下回る結
果となりました。

上半期 対前年増減率 第７６期通期予想 対前年増減率

売 上 高 ８，６２５ △ ３．０％ １８，０００ １．０％

営 業 利 益 １５８ △３１．１％ ３００ ９．０％

経 常 利 益 １４７ △３１．２％ ２５０ ５．５％

四半期（当期）純利益 ９５ △４５．６％ １５０ ２５．８％

（単位：百万円）

第７６期第２四半期

（平成２１年４月１日～９月３０日）

連結業績および通期予想

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものです。予想には様々な不確定要素が
内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合がありますので、この業績予想に全面的に依拠して投資
などの判断を行うことは差し控えて下さい。
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連結財務諸表

期別

科目

第７６期
上半期

（平成２１年９月３０日現在）

第７５期
上半期

（平成２０年９月３０日現在）

第７５期
通 期

（平成２１年３月３１日現在）

（負 債 の 部）
流 動 負 債 ５，６９５，７３７ ６，１４３，３４８ ５，７７２，９９９
支払手形及び買掛金 ２，１７０，９３２ ２，２９２，２０５ ２，２５７，６１８
短 期 借 入 金 １，７５０，０００ １，７５０，０００ １，６５０，０００
１年内返済予定の長期借入金 ７４８，１００ ８５１，７００ ７９０，５５０
そ の 他 １，０２６，７０４ １，２４９，４４２ １，０７４，８３０

固 定 負 債 ４，７７３，２９４ ４，８８８，６３４ ４，４５４，２９６
長 期 借 入 金 １，６１５，８００ １，６６３，９００ １，２９１，８５０
再評価に係る繰延税金負債 １，６０９，２３１ １，６０９，２３１ １，６０９，２３１
退 職 給 付 引 当 金 １，５１７，６３２ １，５６８，６２８ １，５２４，７１９
そ の 他 ３０，６３０ ４６，８７３ ２８，４９５

負 債 合 計 １０，４６９，０３１ １１，０３１，９８２ １０，２２７，２９５
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 △６，２６６ △４４，７１４ △１０１，１３２
資 本 金 １，０５１，９７４ １，０５１，９７４ １，０５１，９７４
利 益 剰 余 金 △１，０５０，４３３ △１，０８９，７９３ △１，１４５，７２９
自 己 株 式 △７，８０７ △６，８９４ △７，３７７

評価・換算差額等 ２，４０８，０９４ ２，４４０，２０９ ２，３５３，７７４
純 資 産 合 計 ２，４０１，８２８ ２，３９５，４９５ ２，２５２，６４２
負 債 純 資 産 合 計 １２，８７０，８６０ １３，４２７，４７７ １２，４７９，９３８

期別

科目

第７６期
上半期

（平成２１年９月３０日現在）

第７５期
上半期

（平成２０年９月３０日現在）

第７５期
通 期

（平成２１年３月３１日現在）

（資 産 の 部）
流 動 資 産 ４，２９８，２２３ ４，７５６，４７５ ３，８５３，１７２
現 金 及 び 預 金 １，９２７，３７５ ２，２３５，６００ １，３０２，７１１
受取手形及び売掛金 １，７３４，４９３ １，７４８，７３３ １，９５９，８９７
た な 卸 資 産 ３８７，２５８ ３９７，２５８ ３８０，３６３
繰 延 税 金 資 産 １５９，３６６ ２５８，２１２ １３５，１１６
そ の 他 ８９，７２９ １１６，６７０ ７５，０８１

固 定 資 産 ８，５７２，６３６ ８，６７１，００１ ８，６２６，７６６

有形固定資産 ７，９２７，８６０ ７，９８７，３９５ ７，９９５，４４４

無形固定資産 ６０，８７８ ３４，６４４ ５１，８３２

投資その他の資産 ５８３，８９８ ６４８，９６２ ５７９，４８９
投 資 有 価 証 券 ４５８，９０７ ５７４，７４３ ４２５，３８６
繰 延 税 金 資 産 ５７，４７７ － ８７，４６４
そ の 他 ６７，５１２ ７４，２１８ ６６，６３８

資 産 合 計 １２，８７０，８６０ １３，４２７，４７７ １２，４７９，９３８

■連結貸借対照表（要旨） （単位：千円）

■資産、負債及び純資産の状況
前連結会計年度末と比較し、資産の部におきましては、季節要因による売掛債権の減少、設備投資等の資金調達による借
入金の借入・返済の進捗状況により、現金及び預金が６２４百万円増加、投資有価証券は株式市場の状況を反映し３３百万円増加
しております。
負債の部におきましては、借入・返済の進捗状況により、借入金が短期・長期をあわせて、３８１百万円増加しております。

■純資産・総資産 ■自己資本比率
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■第７６期 上半期 連結損益計算書のポイント

売上総利益

消費の低迷や販売価格低下の影響を受け売上高は減少いたし
ましたが、原材料費や燃料費の低減により、連結の売上総利益
は、２，００２百万円（前年同期比２百万円増）となりました。

販売費及び一般管理費

外注物流費、広告宣伝費などにおいて減少しましたが、販売
業務を一部内製化したことにより従業員数が増となり人件費は
増加し、当上半期の販売費及び一般管理費は、１，８４３百万円（前
年同期比７３百万円増）となりました。

経常利益、四半期（当期）純利益

経常利益は、売上高減少の影響が大きく、燃料費等で費用削
減となりましたが、１４７百万円（前年同期比６６百万円減）にとど
まりました。四半期純利益は、経常利益減に加え、固定資産除
却損の増加等により、９５百万円（前年同期比７９百万円減）とな
りました。

■第７６期 上半期 連結キャッシュ・フローの状況
当上半期末における現金及び現金同等物は、前期末より６２４百
万円増加し、１，９２７百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フロー

価格改定及び競争激化による販売価格の下落に伴う売上減に
より、４７４百万円の増加にとどまりました。

投資活動によるキャッシュ・フロー

主に設備投資による支出により、２３１百万円の減少となりまし
た。

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の借入・返済の進捗により、３８１百万円の増加となりま
した。

期別

科目

第７６期上半期
（平成２１年４月１日から
平成２１年９月３０日まで）

第７５期上半期
（平成２０年４月１日から
平成２０年９月３０日まで）

第７５期通期
（平成２０年４月１日から
平成２１年３月３１日まで）

売 上 高 ８，６２５，９０９ ８，８９６，４７６ １７，８２８，２５２

売 上 原 価 ６，６２３，８２４ ６，８９６，２２９ １３，９４５，２３３

売 上 総 利 益 ２，００２，０８４ ２，０００，２４７ ３，８８３，０１９

販売費及び一般管理費 １，８４３，１３３ １，７６９，３９０ ３，６０７，６６６

営 業 利 益 １５８，９５１ ２３０，８５６ ２７５，３５３

営 業 外 収 益 ２３，８１８ ２２，８５０ ４１，８２７

営 業 外 費 用 ３５，５６８ ３９，８４９ ８０，２９５

経 常 利 益 １４７，２０１ ２１３，８５７ ２３６，８８４

特 別 利 益 １７，９４６ ４１４ ２６，４６４

特 別 損 失 ８７，６７０ ６２，１９８ １０３，６９３

税金等調整前四半期（当期）純利益 ７７，４７７ １５２，０７３ １５９，６５６

法人税、住民税及び事業税 ７，０２５ ７，１５８ １４，４３９

法 人 税 等 調 整 額 △２４，８４３ △３０，２３２ ２６，００５

四半期（当期）純利益 ９５，２９５ １７５，１４７ １１９，２１２

期別

科目

第７６期上半期
（平成２１年４月１日から
平成２１年９月３０日まで）

第７５期上半期
（平成２０年４月１日から
平成２０年９月３０日まで）

第７５期通期
（平成２０年４月１日から
平成２１年３月３１日まで）

営業活動による
キャッシュ・フロー

４７４，７４７ ６２８，０８４ ５４５，９１３

投資活動による
キャッシュ・フロー

△２３１，１５３ △３０２，７９６ △６１９，８３１

財務活動による
キャッシュ・フロー

３８１，０７０ ２５４，４０９ △２７９，２７３

現金及び現金同等物の
増減額

６２４，６６４ ５７９，６９７ △３５３，１９１

現金及び現金同等物の
期首残高

１，３０２，７１１ １，６５５，９０２ １，６５５，９０２

現金及び現金同等物の
期末残高

１，９２７，３７５ ２，２３５，６００ １，３０２，７１１

■連結損益計算書（要旨） （単位：千円）

■四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）
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株式情報

当社は、平成２１年８月３日に山崎製パンとの間
において、両社のブランド価値を維持・向上させ
るとともに、両社の企業価値を向上させる事を目
的として、業務資本提携契約を締結いたしました。
また、本業務資本提携に伴い、山崎製パンは、同
年８月７日に三菱商事株式会社、日清製粉株式会
社、オリエンタル酵母工業株式会社および石川株
式会社が保有していた当社の普通株式５，９８２，９６９
株（発行済株式総数の２８．４４％）を譲り受け、当社
の筆頭株主となりました。
業務資本提携の目的を実現するため、両社が共
同・協力して、製品の品質・売上向上、物流の効
率化、原材料の共同購入、生産設備の改善、改良、
更新および効率化の推進、食品安全衛生管理体制
の整備・強化、新素材・新技術の共同研究、生産

管理システムの導入等の施策について継続的に協
議・検討し、シナジー効果の発揮による企業価値
の向上に努めてまいります。

① 会社が発行する株式の総数（普通株式）８４，０００，０００株

② 発行済株式の総数 （普通株式）２１，０３９，４８０株

③ 株主数 １，５００名

（うち議決権を有する株主数 １，０２８名）

金融機関 …………２，５５０千株

証券会社………………３２

その他国内法人…１１，１９５

外国人 …………………１

個人その他 ………７，１９４

自己名義株式…………６６

北海道 ………………８３６名

東北……………………３９

関東 …………………４４０

中部……………………６３

近畿……………………８４

その他…………………３８

株 主 名
当社への出資状況
持 株 数 出資比率

山 崎 製 パ ン 株 式 会 社 ５，９８２千株 ２８．４４％
日 糧 取 引 先 持 株 会 ２，１４７ １０．２１
日 糧 従 業 員 持 株 会 １，２１２ ５．７７
株 式 会 社 Ａ Ｄ Ｅ Ｋ Ａ １，０５２ ５．００
株 式 会 社 北 洋 銀 行 １，０３８ ４．９４

山崎製パン株式会社の概要 （平成２０年１２月３１日現在）

�１ 名称 山崎製パン株式会社

�２ 所在地 東京都千代田区岩本町三丁目１０番１号

�３ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 飯島延浩

�４ 事業内容
食パン、菓子パン、和菓子、洋菓子、調理
パン・米飯類等の製造および販売ならびに
その他仕入れ商品の販売

�５ 資本金 １１，０１４百万円

�６ 設立 昭和２３年６月

�７ 連結売上高 ８１１，７３８百万円

�８ 連結総資産 ６１４，３９９百万円

（平成２１年９月３０日現在）

（表示単位未満の端数切り捨て）

■株式の状況 ■所有者別分布状況

■大株主 ■株主の地域別分布状況

山崎製パン株式会社との業務資本提携契約及び
主要株主である筆頭株主の異動に関するお知らせ
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会社の概要

【本社】 〒０６２―８５１０ 札幌市豊平区月寒東１条１８丁目５番１号 （０１１）８５１―８１３１
【工場・事業所】
・月 寒 工 場 〒０６２―８５１０ 札幌市豊平区月寒東１条１８丁目５番１号 （０１１）８５１―８１３１
・琴 似 工 場 〒０６３―０８１４ 札幌市西区琴似４条７丁目４番７号 （０１１）６１１―８２３１
・釧路事業所 〒０８４―０９０５ 北海道釧路市鳥取南６丁目２番１８号 （０１５４）５１―２４２４
・函館事業所 〒０４１―０８１２ 北海道函館市昭和４丁目２３番１号 （０１３８）４１―２３８５

【支店】
・旭 川 支 店 〒０７９―８４４２ 北海道旭川市流通団地２条１丁目１１番地６ （０１６６）４８―２６７９

【営業所】
・帯広営業所 〒０８０―２４６３ 北海道帯広市西２３条北１丁目５番７号 （０１５５）３７―２２１５
・北見営業所 〒０９０―０８３７ 北海道北見市中央三輪８丁目１６番６号 （０１５７）６６―５２２６
・青森営業所 〒０３８―０００１ 青森県青森市新田２丁目３２番２６号 （０１７）７８１―９００９

社長執行役員 ※ � 田 勝 彦

副社長執行役員 園 田 誠

副社長執行役員 深 澤 忠 史

専務執行役員 ※ 吉 沢 武 治

専務執行役員 宮 崎 広

常務執行役員 ※ 青 木 中

常務執行役員 ※ 月 崎 暁

常務執行役員 信 田 紀 生

常務執行役員 北 川 由香里

執 行 役 員 落 合 久仁雄

執 行 役 員 布 施 幸 秀

執 行 役 員 木 戸 博 樹

執 行 役 員 栗 田 昌 直

商 号 日糧製パン株式会社
本店所在地 札幌市豊平区月寒東１条１８丁目５番１号
設 立 昭和２１年５月１６日（創業昭和１８年）
資 本 金 １０億５，１９７万円
事 業 内 容 パン・菓子等の製造および販売ならびにその他食料品の販売

従 業 員 数
【連結】６８１名
【単体】６６３名

関 連 会 社 株式会社ノースデリカ

（平成２１年９月３０日現在）

■取締役・監査役一覧 ■執行役員一覧

代表取締役社長 � 田 勝 彦

取 締 役 吉 沢 武 治

取 締 役 青 木 中

取 締 役 月 崎 暁

取 締 役 毛 利 信 作

常 勤 監 査 役 小 山 照 幸

監 査 役 伊 東 孝

監 査 役 豊 田 実

（注）１．毛利信作氏は、社外取締役であります。
２．伊東孝氏、豊田実氏は社外監査役であります。 （注） ※印は、取締役兼務者であります。
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トピックス

『絹艶』好評発売中＆キャンペーンを実施！

「しっとり」「やわらか」な食感が特徴の『絹艶』は、
皆さまからのご支持を頂き、発売５年目を迎えました。

また今年３月に行った“『絹艶』で北海道を食べよう！”
キャンペーンを、７月及び１０月にも展開し、

多数のご応募を頂きました。

『絹艶』は、これからも日々変わらないおいしさを
お届けしてまいります。

『きたクック』シリーズ発売！ ～より「おいしく、北海道らしく。」を目指して

「おいしさを追求し、北海道の味覚に合った安全で安心な製品を提供していきたい」
との思いから、当社では地元北海道の素材を活かした製品開発を継続的に進めており
ます。今年９月からは、新たにその取組みをお客様にわかりやすく伝えるため、「きた
クック」シリーズを発売しました。
「きたクック」シリーズでは、「北海道産素材を使用した製品」もしくは「北海道企
業との共同開発製品」を対象として、右のマークをパッケージに追加しています。こ
れからも当社は、北海道の良質な素材を使用しながら、より品質の高い製品づくりに
取り組んでまいります。ぜひ一度「きたクック」シリーズをお試し下さい！

主な「きたクック」シリーズ

主に使用している北海
道産原料をパッケージ
に掲載しています。

十勝しゃっきりコーン 全粒粉ブレッド 北海道バターの
しっとり食パン

小豆もちもち
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定番商品の栄養成分表示
・アレルゲンをご覧頂け
るようになりました。

当社業績に関する情報は、
従来と同様「決算・IR情報」
より、ご覧頂けます。

当社ホームページアドレス
http : //www.nichiryo-pan.co.jp/

「ラブラブサンド」発売２５周年＆リニューアル！

ラブラブサンドは今年で発売２５周年！
１０月からは、「やわらか、ふんわり、なめらか」なパン生地を
使用し、更においしくなりました。
パッケージも一新され、より華やかになった「ラブラブサンド」を
ぜひご賞味下さい！

北海道のFM局Air-Gとのタイアップで
２５周年記念キャンペーンを実施中！
（詳細は当社ホームページをご覧下さい。）

‥‥‥定番の菓子系ラブラブサンド‥‥‥ ‥‥‥惣菜系ラブラブサンド‥‥‥「e-dish」シリーズ ‥‥‥新 商 品‥‥‥

チョコレート ピーナツ はちみつ＆
マーガリン

ジューシー
ツナ

ジューシー
タマゴ

ハムポテト ベイクドチーズ
風味

プリン

当社ホームページが更に使いやすくなりました！

２００９年１０月より当社ホームページをリニューアルしました。毎月更新される「今月の新商品」情報や『絹艶』
をはじめとした製品をもっとおいしく楽しんでいただくための「nichiryoレシピ」や「親子deクッキング」と
いったレシピコーナーなど、充実した内容となっております。ぜひ一度ご覧下さい。

フィリング増量で
更においしく！
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株 主 メ モ

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月３１日まで

定 時 株 主 総 会 毎年６月下旬

基 準 日 ３月３１日
そのほか臨時に必要がある場合は、あらかじめ公告いたします。

株主名簿管理人
兼

特別口座管理機関

みずほ信託銀行株式会社
（東京都中央区八重洲一丁目２番１号）

証券会社に口座をお持ちの場合 証券会社に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵便物送付先及び
電話お問合せ先

株主様自身が口座を開設されている

各証券会社へお問合せ下さい

みずほ信託銀行株式会社 証券代行部

住所 〒１６８―８５０７
東京都杉並区和泉２―８―４

電話番号 0120―288―324
（フリーダイヤル）

お 取 扱 店 みずほ信託銀行株式会社
本店及び全国各支店

みずほインベスターズ証券株式会社
本店及び全国各支店

ご 注 意 株券電子化に伴い、株式に関する各種お手続き
（届出住所の変更等）は、原則として口座を開設
されている証券会社にて承ることになりまし
た。株主名簿管理人（みずほ信託銀行株式会
社）では、お取扱いができませんので、ご注意
願います。

特別口座では、単元未満の買取以外の株式売買
を行うことができません。株式売買を行う場合
は、証券会社へ口座を開設する必要があります。
また、株券電子化前に名義書換を失念して、お
手元に他人名義の株券がある場合は至急上記
の電話番号へお問合せ下さい。

公 告 方 法 電子公告
当社ホームページに掲載 （アドレス）http : //www.nichiryo-pan.co.jp/ir/koukoku.html

ただし、やむを得ない事由により電子公告による公告ができない場合は、北海道新聞に掲載して行います。

上場証券取引所 札幌証券取引所 （証券コード：２２１８）

株 主 優 待 毎年３月３１日（基準日）現在の株主名簿に記載された１単元（１，０００株）以上を保有の株
主様、１記名に対して、販売価格２，０００円相当の当社製品をお送りいたします。

（注意事項）
＊本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき、当社で判断したものです。予想には様々な不確定要素が内在しており、
実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合がありますので、この業績予想に全面的に依拠して投資などの判断を行うことは差し控えて下さい。


